
１１／２０（日）の行事

報道発表資料の配付日時 １１月４日（金） １５時００分

発 表 項 目 地域医療住民セミナーの開催について

（ 行 事 名 ） （北海道公立大学法人札幌医科大学・地域医療連携推進法人南檜山メディカル

ネットワーク）

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ
発表場所

南檜山圏域の住民の方に医療の現状について知っていただき、これからの地

概 要 域医療を一緒に考えていただくきっかけを提供するため、北海道公立大学法人

札幌医科大学南檜山地域医療学講座と地域医療連携推進法人南檜山メディカル

ネットワークが協働し、初の取組として、下記により住民向けの地域医療セミ

ナーを開催します。

■地域医療住民セミナー■

◇日 時：令和４年１１月２０日(日) １３：３０～１６：００（１３：００開場）

◇場 所：江差町文化会館（檜山郡江差町字茂尻町７１）

◇入場料：無料

＜プログラム＞

・開会挨拶（地域連携推進法人南檜山ﾒﾃﾞｨｶﾙﾈｯﾄﾜｰｸ代表理事 鈴木 信寛（北

海道病院事業管理者））

・イントロダクション

「南檜山メディカルネットワークのご紹介」(南檜山ﾒﾃﾞｨｶﾙﾈｯﾄﾜｰｸ）

「地域の魅力・研修の質で選択される江差病院総合診療科」（札幌医大）

・基調講演「"地域全体で育てる"総合診療医」

（札幌医大総合診療医学講座 助教 神野 敦）

・パネルディスカッション「南檜山の医療のこれからを考える」

座長：伊藤 靖（道立江差病院院長）

パネリスト：神野 敦（札幌医大総合診療医学講座助教）、野村 健次

（乙部町国保病院院長）、三橋 玲子（厚沢部町地域包括支援センター）、

有村 誠一郎（南檜山ﾒﾃﾞｨｶﾙﾈｯﾄﾜｰｸ事務局長）

・閉会挨拶（札幌医科大学総合診療医学講座准教授 三原 弘）

参 考 「地域医療住民セミナー」開催案内チラシ（Ａ４版両面）

報 道 ( 取 材 ) ・地域住民の方への開催周知のため、事前報道について積極的に行っていた

に 当 た っ て だきますよう、よろしくお願いします。

の お 願 い ・取材の際は、「身分証明書」を携行し、「自社腕章」を着用してください。

・ロビーに受付がありますので、必ず受付をお願いします。

・取材にあたっては、係員の指示に従っていただくよう、ご協力についてよ

ろしくお願いします。

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所)

と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 北海道道立病院局経営改革課（ 担当者：主幹 中島 康敬 ）

（ 連 絡 先 ） ＴＥＬ ダイヤルイン ０１１－２０４－５２９５



地域医療住民セミナー

北海道公立大学法人札幌医科大学
地域医療連携推進法人南檜山メディカルネットワーク

日時：令和4年11月20日(日)13:30～16:00

場所：江差町文化会館大ホール

プログラム

「地域の魅力・研修の質で選択される江差病院総合診療科」

「南檜山メディカルネットワークのご紹介」

「”地域全体で育てる”総合診療医」

入場
無料

南檜山の医療の「いま、これから」について知っておきたいことを大学や
地元の医療関係者等から分かりやすくお話しします。

地域の医療について一緒に考えてみませんか？

南檜山地域にお住まいの方をはじめ、皆様のご来場をお待ちしています！

◇主催 北海道公立大学法人札幌医科大学・地域医療連携推進法人南檜山メディカルネットワーク
◇後援 檜山医師会・北海道檜山振興局
＜お問い合わせ＞
地域医療連携推進法人南檜山メディカルネットワーク事務局（北海道道立病院局経営改革課）
電話:011-231-4111（内線25-870)

＜イントロダクション＞

＜基調講演＞

＜パネルディスカッション＞

地域医療連携推進法人南檜山メディカルネットワーク 事務局長 有村 誠一郎

北海道立江差病院総合診療科・札幌医科大学医学部総合診療医学講座 特任助教 佐藤 健太

札幌医科大学医学部総合診療医学講座 助教 神野 敦

「南檜山の医療のこれからを考える」
■座長 北海道立江差病院 院長 伊藤 靖

■パネリスト

・札幌医科大学医学部総合診療医学講座 助教 神野 敦

・乙部町国民健康保険病院 院長 野村 健次

・厚沢部町地域包括支援センター 主査 三橋 玲子

・南檜山メディカルネットワーク 事務局長 有村 誠一郎

(開場 13:00）



令和３年４月発足。南檜山地区をリソースとする地域医療教育、医師の偏在、病診連携ならび
に遠隔診療の確立に関する調査・研究を行うこととし、
（１）地域医療を担う医学生／医師に対する医療知識・技能・態度の教授手法の研究
（２）カリキュラムマップⅦ．地域医療の５つのコンピテンシーに則り、教育のアウトカムを

設定し、その教授手法の研究
（３）本講座の教員が地域医療研究教育センターに兼務で参加し、南檜山メディカルネット

ワークにて実施される医療機関の機能分化／連携についての研究
（４）南檜山メディカルネットワークの医療情報を整理活用し、離島／へき地にて医療・研究

に従事する医師が継続的に存在する条件の検証、などの取り組みを実施しています。

北海道公立大学法人札幌医科大学 南檜山地域医療教育学講座

本法人は、人口減少と高齢化が急速に進行する中においても、南檜山圏域における医療機関の
開設者や介護事業を行う者が一体となり、限られた医療資源を効果的かつ効率的に活用しながら、
相互間の機能分担及び業務連携を進め、住民が将来にわたり住み慣れた地域で必要な医療・介護
サービスを受け続けられる体制の構築を目指しています。
令和２年６月２９日に「一般社団法人南檜山メディカルネットワーク」を設立し、令和２年９月

１日に「地域医療連携推進法人南檜山メディカルネットワーク」として、北海道知事から認定され
ました。

●連携推進業務
医療機能の分担・業務連携に関する事業
医療従事者等のスキルアップに関する事業
医師等医療従事者の相互交流システムの構築に関する事業
江差病院の医療機器の共同利用に関する事業
薬品・診療材料等の共同購入に関する事業
介護事業等の連携を推進するための事業

●参加法人
北海道、江差町、上ノ国町、厚沢部町、乙部町、奥尻町、
医療法人道南勤労者医療協会、医療法人雄心会

地域医療連携推進法人 南檜山メディカルネットワーク

札幌医科大学 道立江差病院

《南檜山地域で活動する私たちの紹介》

（令和2年9月 設立総会にて）


